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活
動
で
の
体
感
を
社
会
人
基
礎
力
と
し
て
定
着
さ
せ

る
〜
看
護
学
教
育
に
お
け
る
臨
地
実
習
の
ケ
ー
ス
〜

岐
阜
大
学
医
学
部
看
護
学
科

社
会
人
基
礎
力
発
揮
を
振
り
返
る
場
を
設
定
し
、

看
護
の
現
場
で
必
要
な

基
礎
力
へ
の
気
付
き
を
促
す

　

一
方
で
、
最
近
で
は
看
護
師
の
離
職
率
が
増
加
し
て
い
る
と
い
う
問
題
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
原
因
に
は
、
新
人
看
護
師
の
看
護
実
践
能
力
の
不
足
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
同
じ

現
場
で
働
く
人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
う
ま
く
取
れ
な
か
っ
た
り
、
困
難
な
状

況
に
ぶ
つ
か
る
と
す
ぐ
挫
折
し
て
し
ま
っ
た
り
と
い
う
、
ま
さ
に
「
社
会
人
基
礎
力
」

発
揮
の
不
足
に
よ
る
も
の
が
多
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
岐
阜
大
学
で
は
、
実
際
の
看

護
を
経
験
す
る
臨
地
実
習
で
学
生
に
「
社
会
人
基
礎
力
」
の
重
要
性
を
学
ん
で
も
ら
う

た
め
に
、
従
来
か
ら
行
っ
て
い
た
臨
地
実
習
評
価
表
に
加
え
て
「
社
会
人
基
礎
力
」
の

評
価
表
を
使
用
し
、「
社
会
人
基
礎
力
」
発
揮
の
振
り
返
り
を
行
う
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

看
護
学
科
の
「
臨
地
実
習
評
価
表
」
は
、
看
護
過
程
の
展
開
だ
け
で
な
く
さ
ま
ざ
ま

な
ス
キ
ル
項
目
も
評
価
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
基
礎
看
護
学
実
習
や
成
人
看

護
学
実
習
、
地
域
看
護
学
実
習
な
ど
実
習
単
位
ご
と
に
使
用
し
て
い
る
用
語
が
統
一
さ

れ
て
い
な
か
っ
た
た
め
、
継
続
し
て
育
成
し
て
い
く
も
の
で
あ
る
と
い
う
認
識
を
持
ち

な
が
ら
実
習
を
す
す
め
る
こ
と
が
困
難
で
し
た
。「
社
会
人
基
礎
力
」
の
要
素
は
、
ま

さ
に
こ
の
欠
落
を
埋
め
る
も
の
で
す
。

学
生
だ
け
で
な
く
受
け
入
れ
先
の
ス
タ
ッ
フ
に
と
っ
て
も
、

看
護
職
に
必
要
な
要
素
が
明
確
に
な
る

　

看
護
教
育
の
中
に
「
社
会
人
基
礎
力
」
の
能
力
要
素
の
分
類
を
対
応
さ
せ
る
と
、「
前
に
踏
み
出
す
力
」

は
、
患
者
な
ど
の
こ
と
を
理
解
し
て
科
学
的
根
拠
に
基
づ
い
た
看
護
を
実
践
で
き
る
よ
う
な
専
門
的
知

看
護
師
の
早
期
離
職
の
原
因
に
は
、
社
会
人
基
礎
力
の
不
足
も

　

看
護
師
教
育
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
で
は
、
医
療
機
関
、
保
健
セ
ン
タ
ー
、
介
護
施
設
な
ど
で
行
う
「
臨
地

実
習
」
が
重
要
な
位
置
を
占
め
て
い
ま
す
。
岐
阜
大
学
医
学
部
看
護
学
科
で
は
、
１
年
次
の
初
期
体
験
実

習
を
除
く
臨
地
実
習
に
、
発
揮
し
た
ま
た
は
発
揮
し
よ
う
と
し
た
「
社
会
人
基
礎
力
」
の
「
振
り
返
り
」

を
行
う
場
を
設
定
し
ま
し
た
。

　

看
護
学
科
で
は
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
将
来
看
護
専
門
職
と
し
て
医
療
を
担
う
人
材
を
育
て
る
た
め
、

「
社
会
人
基
礎
力
」
に
相
当
す
る
能
力
の
育
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
そ
の
能
力
を
明
確
に
定
義

付
け
し
、
教
員
や
臨
地
実
習
指
導
者
、
学
生
が
意
識
し
て
育
成
に
取
り
組
む
こ
と
は
、
な
さ
れ
て
き
ま
せ

ん
で
し
た
。
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臨地実習の年間スケジュール

図版提供　岐阜大学医学部看護学科
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っ
た
り
、
自
分
が
気
付
か
な
か
っ
た
こ
と
を
教
え
て
も
ら
え
た
り
し
て
、
仲
間
が
す
ご
く
大
事
な

こ
と
を
実
感
し
た
」
な
ど
、
現
場
で
必
要
な
力
へ
の
気
付
き
が
得
ら
れ
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
ま

す
。

■
実
習
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

　

岐
阜
大
学
医
学
部
看
護
学
科
の
臨
地
実
習
は
、
上
表
の
よ
う
に
行
わ
れ
ま
す
。
１
年
次
の
初
期

体
験
実
習
は
、
看
護
現
場
の
見
学
を
中
心
と
し
た
実
習
で
、
２
年
次
の
基
礎
看
護
学
実
習
以
降
は
、

実
際
に
入
院
患
者
を
受
け
持
ち
、
看
護
を
行
い
ま
す
。
平
成
21
年
度
は
、
２
年
次
か
ら
４
年
次
の

臨
地
実
習
に
「
社
会
人
基
礎
力
」
発
揮
の
評
価
と
振
り
返
り
を
導
入
し
ま
し
た
。

　

２
年
生
は
80
名
を
14
グ
ル
ー
プ
に
分
け
て
２
週
間
の
実
習
を
行
い
ま
し
た
。
３
年
生
は
80
名
を

８
グ
ル
ー
プ
に
分
け
、
16
週
間
の
中
で
６
種
類
の
看
護
学
実
習
を
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
で
行
い
ま
す
。
今
回

は
、
前
半
の
８
週
間
に
つ
い
て
評
価
と
振
り
返
り
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
４
年
生
は
２
〜
６
名
の
グ
ル

ー
プ
に
分
か
れ
て
実
習
を
行
い
ま
し
た
。
実
習
中
、
学
生
は
毎
日
「
実
習
記
録
」
を
記
入
し
ま
す
。
こ
の

実
習
記
録
は
、
①
患
者
の
基
礎
情
報
を
記
入
す
る
用
紙　

②
患
者
の
情
報
を
整
理
・
分
析
し
て
記
入
す
る

ア
セ
ス
メ
ン
ト
用
紙　

③
患
者
へ
の
介
入
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
記
入
す
る
看
護
計
画
用
紙　

④
計
画
の
実
施
結

果
を
記
入
す
る
用
紙
か
ら
成
り
、
相
当
の
記
入
量
が
あ
り
ま
す
。
実
習
期
間
中
は
、
学
生
と
実
習
先
の
指

導
者
、
教
員
が
参
加
し
た
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
（
※
）
を
行
い
ま
す
。

※�

そ
れ
ぞ
れ
の
学
生
が
受
け
持
つ
患
者
の
症
状
や
看
護
上
の
問
題
点
に
つ
い
て
情
報
交
換
を
行
い
、
今
後
の
看
護
ケ
ア
の

方
向
性
を
検
討
す
る

識
・
技
術
お
よ
び
態
度
の
発
揮
に
あ
た
り
ま
す
。「
チ
ー
ム
で
働
く
力
」
は
、
専
門
的
知
識
の
裏
付
け
の

も
と
自
ら
の
役
割
を
認
識
・
理
解
し
て
、
ケ
ア
に
関
わ
る
人
や
地
域
と
連
携
し
て
看
護
活
動
が
で
き
る
よ

う
な
能
力
で
す
。
そ
し
て
、「
考
え
抜
く
力
」
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
を
論
理
的
に
統
合
し
な
が
ら
個
別

性
に
配
慮
し
た
ケ
ア
内
容
を
見
出
す
力
で
あ
る
と
言
え
ま
す
。
さ
ら
に
、
看
護
の
現
場
で
は
、
命
の
尊
厳

を
理
解
し
、
看
護
専
門
職
と
し
て
持
つ
べ
き
倫
理
観
が
必
要
で
あ
り
、
こ
の
能
力
は
、「
前
に
踏
み
出
す

力
」「
考
え
抜
く
力
」
に
も
影
響
し
ま
す
。
そ
の
た
め
、「
倫
理
」
の
分
類
を
加
え
た
13
の
能
力
要
素
か
ら

な
る
評
価
シ
ー
ト
を
作
成
し
ま
し
た
（
詳
細
は
ｐ
３
２
３
、
シ
ー
ト
は
ｐ
３
２
７
〜
ｐ
３
３
０
参
照
）。

そ
し
て
、
学
生
の
実
習
先
の
施
設
に
「
社
会
人
基
礎
力
」
の
意
味
と
評
価
シ
ー
ト
の
意
図
を
説
明
し
、

「
社
会
人
基
礎
力
」
発
揮
の
観
点
か
ら
実
習
指
導
に
あ
た
っ
て
も
ら
う
よ
う
に
依
頼
し
ま
し
た
。

　

こ
の
評
価
シ
ー
ト
の
導
入
に
際
し
て
、
受
け
入
れ
先
の
臨
地
実
習
指
導
者
か
ら
は
「（
社
会
人
基
礎
力

の
項
目
の
チ
ェ
ッ
ク
が
）
や
っ
と
来
た
か
、
と
い
う
感
じ
だ
」「
実
習
を
受
け
入
れ
る
私
達
自
身
に
も
必

要
な
要
素
が
詰
め
込
ま
れ
て
い
る
。
学
生
を
評
価
し
な
が
ら
、
実
は
自
分
達
が
評
価
さ
れ
て
い
る
と
い
う

錯
覚
に
陥
る
く
ら
い
、
こ
の
内
容
に
は
感
じ
入
る
も
の
が
あ
る
」
と
、
非
常
に
好
意
的
に
受
け
入
れ
ら
れ

て
い
ま
し
た
。
き
ち
ん
と
定
義
付
け
ら
れ
た
「
社
会
人
基
礎
力
」
の
能
力
要
素
を
使
う
こ
と
で
、
学
生
は

も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
教
員
や
実
習
受
け
入
れ
施
設
の
指
導
者
が
、
ど
の
よ
う
な
能
力
を
伸
ば
し
て
い
け
ば

よ
い
の
か
明
確
に
な
り
、
ま
た
、
学
生
の
書
い
た
評
価
シ
ー
ト
な
ど
を
読
む
こ
と
で
、
学
生
を
把
握
す
る

こ
と
が
で
き
た
た
め
、
指
導
が
し
や
す
く
な
っ
た
と
い
う
声
も
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
実
際
に
シ
ー
ト
を
使
っ
た
学
生
か
ら
は
「
自
分
は
一
人
で
頑
張
る
の
が
よ
い
こ
と
だ
と
思
っ
て

い
た
が
、
人
を
巻
き
込
ん
で
一
緒
に
考
え
る
こ
と
も
よ
り
よ
い
ケ
ア
に
つ
な
が
る
と
思
っ
た
」「『
ス
ト
レ

ス
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
力
』
と
い
う
点
で
は
、
実
習
グ
ル
ー
プ
の
仲
間
に
話
す
だ
け
で
も
ス
ト
レ
ス
が
軽
く
な

臨地実習科目の構成と単位

資料提供　岐阜大学医学部看護学科

カンファレンスの様子
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事
前
・
中
間
・
事
後
に
加
え
て
、
1
週
間
ご
と
の
自
己
評
価
で
成
長
を
実
感
す
る

〜
社
会
人
基
礎
力
発
揮
の
自
己
評
価
と
指
導
者
・
教
員
か
ら
の
コ
メ
ン
ト
〜

　
「
社
会
人
基
礎
力
」
の
自
己
評
価
と
指
導
者
・

教
員
の
コ
メ
ン
ト
は
、
上
図
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の

よ
う
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

■
自
己
評
価

　

学
生
は
、
①
事
前
、
②
中
間
、
③
事
後
と
④
１

週
間
ご
と
に
自
己
評
価
す
る
「
実
習
記
録
シ
ー

ト
」
の
４
種
類
の
評
価
表
を
記
入
し
ま
し
た

①
事
前
評
価

各
年
次
の
臨
地
実
習
直
前
に
行
う
ガ
イ
ダ
ン

ス
で
は
、
実
習
期
間
中
の
自
己
評
価
シ
ー
ト

の
記
入
方
法
の
説
明
と
「
事
前
評
価
シ
ー

ト
」（
ｐ
３
２
７
）
の
記
入
を
行
い
ま
し
た
。

②
中
間
評
価
・
④
「
実
習
記
録
シ
ー
ト
」

２
週
間
で
終
わ
る
実
習
は
、
１
週
め
の
終
わ
り
に
そ
の
週
の
「
実
習
記
録
シ
ー
ト
」（
ｐ
３
３
０
）

を
記
入
し
、
実
習
の
最
終
日
と
な
る
２
週
め
の
終
わ
り
に
「
中
間
評
価
シ
ー
ト
」（
ｐ
３
２
８
）
を

記
入
。
４
週
間
の
実
習
の
場
合
は
、
１
〜
３
週
め
の
各
週
の
終
わ
り
に
「
実
習
記
録
シ
ー
ト
」
を
記
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2年生の臨地実習における各評価シートの評価スケジュール
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３年生の臨地実習における各評価シートの評価スケジュール

図版提供　岐阜大学医学部看護学科

社
会

人
基

礎
力

育
成

の
た

め
の

教
育

ブ
ロ

グ
ラ

ム
 

評
価

シ
ー

ト
の
記

入
と

提
出

方
法
に

つ
い

て
（

学
生

用
）

  
 
2
00
9
.1

1.
19

 

 

【
２

年
次

後
学

期
の

基
礎

看
護

学
実

習
】

 
 １

．
記

載
シ
ー

ト
の

種
類
 

①
事
前

評
価
シ

－
ト

：
実
習

期
間

を
通
し

て
１
枚

 

②
中
間

評
価
シ

－
ト

：
実
習

期
間

を
通
し

て
１

枚
 

③
事
後

評
価
シ

－
ト

：
実
習

期
間

を
通
し

て
１
枚

 

④
実

習
記

録
シ

－
ト
：

1
週

目
と

2
週

目
に

1
枚

ず
つ
で

2
枚

 

 

２
．

各
種

シ
－

ト
の

記
載
内

容
・

方
法

及
び

提
出

方
法

 

実
習

開
始

前
の

流
れ

(
1
1
月

1
9
日

)
 

１
)
 配

布
さ

れ
た

フ
ラ

ッ
ト

フ
ア

イ
ル

(
紫

)
｢
社

会
人

基
礎

力
育

成
の

た
め

の
教

育
プ

ロ
グ

ラ
ム

｣
に

学
籍

番
号

・
氏

名
を

記
載
す

る
。

 

２
）

社
会

人
基

礎
力
の

概
要

と
実
習

中
の

運
用
方

法
に

つ
い
て

説
明

を
受
け

る
。
 

３
）
「
【

事
前

】
評

価
シ

ー
ト

」
を

記
入

す
る

（
時

間
内

に
記

入
し

き
れ

な
い

場
合

は
、

実
習

初
日

ま
で

に

記
入

す
る

） 。
 

 

実
習

期
間

中
の

流
れ

(
実
習

終
了

時
ま

で
)
 

１
）

記
入

が
終

了
し

た
｢
【

事
前

】
評

価
シ

ー
ト

｣
を

最
初

の
実

習
の

初
日

朝
に

担
当

教
員

に
紫

の
フ

ァ
イ

ル
に

綴
じ

た
ま

ま
提
出

す
る

。
 

２
）
学
生

は
、

実
習
期

間
中

ず
っ
と

紫
色

の
フ
ァ

イ
ル

は
携

帯
す
る

。
 

３
）
学
生

は
、

１
週
目

の
最

終
日
（

臨
床

で
の
最

終
日

）
ま

で
に
「

実
習

記
録
シ

ー
ト

（
1
枚

目
）
」

の
各

項
目

を
記

載
す

る
。

各
能

力
に

つ
い

て
、

そ
の

場
面

が
あ

っ
た

日
に

で
き

る
だ

け
早

く
そ

の
部

分
を

埋
め

る
（

提
出

日
に
ま

と
め

て
書
く

必
要

は
な
い
）
。

 

４
）
１
週
目

の
最
終
日
（
臨

床
で

の
最
終

日
）
の

朝
、「

実
習

記
録
シ

ー
ト
（

1
枚

目
）
」
を
担

当
教
員
に

提

出
す

る
（

紫
の

フ
ァ
イ

ル
に

綴
じ
た

ま
ま

）。
 

５
）
学
生

は
、

2
週

目
の

最
終
日
（

臨
床

で
の
最

終
日
）
ま

で
に
「

実
習

記
録
シ

ー
ト

（
2
枚

目
）」

の
各

項
目

を
記

載
す

る
。

各
能

力
に

つ
い

て
、

そ
の

場
面

が
あ

っ
た

日
に

で
き

る
だ

け
早

く
そ

の
部

分
を

埋
め

る
（

最
終

日
に
ま

と
め

て
書
く

必
要

は
な
い

）
。

 

６
）
最
終

週
の

最
終

日
（
臨

床
で
の
最

終
日
）
の

朝
ま

で
に
「

実
習

記
録

シ
ー
ト
（

2
枚

目
）」

と
「
【
中
間

】

評
価

シ
ー

ト
」
の

学
生
記
入

欄
を
記

入
し

て
紫

の
フ
ァ

イ
ル
に

綴
じ

た
ま
ま
担

当
教
員
に

提
出
す
る

。
 

７
）
教
員

か
ら

紫
色
の

フ
ァ

イ
ル
を

受
け

取
る

。
 

  

１
週
目

２
週
目

実
習
記

録
シ
ー

ト
1
枚

目
記
入

期
間

実
習

記
録

シ
ー

ト
2
枚
目

記
入

期
間

①
②

③

①
：
【
事

前
】
評
価
シ
ー
ト
提
出

・
返
却

②
：
実

習
記
録
シ
ー
ト
1
枚
目
提

出
・
返
却

③
：
実

習
記
録
シ
ー
ト
2
枚
と
【
中
間
】
評

価
シ
ー

ト
提
出
・
返
却

※
提
出
は
紫
の
フ
ァ
イ
ル
に
な
る
の

で
注
意

 
社

会
人
基

礎
力
の

各
種
シ

ー
ト
の
記

入
と
提

出
・
返

却
の
模

式
図

 

実
習

前
半

終
了

後
の

流
れ

(
1
2
月

2
4
日

を
予

定
)
 

※
社
会

人
基
礎

力
Ｗ
Ｇ
の
教

員
が
対

応
 

１
）

臨
地

実
習

で
使

用
し

た
フ

ラ
ッ

ト
フ

ア
イ

ル
(
紫

)
｢
社

会
人

基
礎

力
育

成
の

た
め

の
教

育
プ

ロ
グ

ラ

ム
｣
を

持
参
す

る
。
 

２
）
「
【

事
後

】
評

価
シ

ー
ト

」
を

記
入

す
る

。
で

き
る

だ
け

当
日

ま
で

に
転

記
は

終
了

し
て

お
く

。
他

の

部
分

の
記

入
も

可
能
な

ら
終

了
し
て

お
く

。
 

①
【
事
前

】
評

価
シ
ー

ト
、【

中
間

】
評
価

シ
ー

ト
の
レ

ベ
ル
評

価
の

数
値
を

転
記

す
る
。

 

②
「

事
後

レ
ベ

ル
」

の
部

分
に

臨
地

実
習

を
半

分
終

え
た

時
点

で
の

レ
ベ

ル
評

価
を

１
～

３
で

記
入

す
る
。

 

③
「
前
に

踏
み

出
す

力
」「

考
え
抜
く

力
」「

チ
ー

ム
で
働

く
力

」「
倫

理
」
の
４

点
に

つ
い

て
、
前

半

の
実
習

全
体
を

振
り

返
り
な

が
ら

具
体
的

行
動

事
実
を

記
入
す

る
。

 

④
「

活
用

し
た
（

学
ん
だ
）
専

門
知

識
や

ス
キ

ル
等
」
の

部
分
を
記

入
す
る
。（

教
員
の
記

入
に

な
っ

て
い

る
が

、
学

生
自

身
が

記
入

す
る

）
※

関
連

科
目

名
は

実
習

に
直

接
関

係
の

な
い

共
通

教
育

な

ど
の
科

目
で
も

良
い

。
た

だ
し
、
ど

の
部

分
が
活

用
で

き
た
の

か
『

内
容
』
の

部
分
に
記

入
す
る

。
 

⑤
「（

チ
ー

ム
と

し
て

の
）
活

動
成
果
」

と
「
実

習
で
の

役
割
・
担
当

と
し
て

の
活

動
」
は
使

用
し

な

い
。

 

３
）
【

事
後

】
評

価
シ

ー
ト

の
記

入
が

終
わ

っ
た

ら
（

記
録

途
中

で
あ

っ
て

も
時

間
に

な
っ

た
ら

）
、

教
員

と
グ

ル
ー

プ
面

接
を
し

て
成

長
と
気

づ
き

の
振
り

返
り

を
行
う

。
 

４
）
社
会

人
基

礎
力
Ｗ

Ｇ
の

教
員
か

ら
の

全
体
的

な
講

評
と
ま

と
め

を
聞
く

。
 

  注
意
事

項
 

１
．

 基
本
的

に
各
種

シ
ー

ト
は
紫

の
フ

ァ
イ
ル

か
ら

外
さ
な

い
。

※
記
入

時
を

除
く
 

２
．

 実
習
中

は
た
え

ず
携
帯

す
る

。
 

３
．

 臨
地

実
習

に
お

い
て

、
患

者
や

入
所

者
な

ど
の

対
象

と
話

し
を

し
て

話
し

を
傾

聴
す

る
こ

と
は

、
傾

聴

力
で

は
な

く
、

相
手

を
巻

き
込

み
、

気
持

ち
や

考
え

方
な

ど
の

情
報

を
得

た
り

、
介

入
の

た
め

の
第

一

歩
と
し

て
の
働

き
か

け
と
な

る
た

め
、「

働
き

か
け

力
」

に
な
る
。

 

４
．

 一
度

に
全

て
の

能
力

要
素

の
出

来
事

が
あ

る
わ

け
で

は
な

い
た

め
、

で
き

る
だ

け
出

来
事

が
あ

っ
た

日

に
そ
の

部
分
の

記
入

を
す
る

よ
う

に
心
が

け
る

。
 

５
．

 【
中
間

】
評
価

シ
ー

ト
の
「

評
価

の
根
拠

」
は

、
実
習

記
録
シ

ー
ト

か
ら
の

転
記

も
可
能

で
あ

る
。

 

 

社
会

人
基

礎
力

育
成

の
た

め
の

教
育

プ
ロ

グ
ラ

ム（
２

年
生

用
）

資
料

提
供

　
岐

阜
大

学
医

学
部

看
護

学
科
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岐
阜
大
学
医
学
部
看
護
学
科
で
は
、
レ
ベ
ル
評
価
基
準
と
シ
ー
ト
類
に
つ
い
て
は
、
平
成
19
年
度
の
リ

フ
ァ
レ
ン
ス
ブ
ッ
ク
（
※
）
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
も
の
を
、
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
踏
襲
し
た
形
で
使
用
し
て
い

ま
す
。
た
だ
し
、
能
力
要
素
は
「
倫
理
性
」
を
加
え
た
13
と
し
て
、
能
力
要
素
の
定
義
も
臨
地
実
習
に
合

う
よ
う
に
変
更
し
（
ｐ
３
２
４
参
照
）、
臨
地
実
習
で
実
行
で
き
る
で
あ
ろ
う
発
揮
事
例
の
一
覧
（
ｐ
３

２
５
〜
ｐ
３
２
６
参
照
）
も
用
意
し
ま
し
た
。

　

例
え
ば
、「
働
き
か
け
力
」
は
、
単
に
「
他
人
に
働
き
か
け
巻
き
込
む
力
」
と
示
す
だ
け
で
な
く
「
看

護
を
必
要
と
す
る
対
象
に
、
協
働
し
て
健
康
問
題
に
取
り
組
む
よ
う
声
を
か
け
る
こ
と
が
で
き
、
自
ら
の

実
践
に
加
え
て
、
指
導
者
・
教
員
・
グ
ル
ー
プ
メ
ン
バ
ー
な
ど
周
囲
を
巻
き
込
ん
で
実
習
（
学
習
）
を
進

め
る
こ
と
が
で
き
る
力
」
と
具
体
的
に
示
し
、
働
き
か
け
る
対
象
（
患
者
、
入
所
者
、
地
域
住
民
や
臨
床

指
導
者
、
教
員
な
ど
）
と
内
容
（
健
康
問
題
に
取
り
組
む
、
学
習
を
進
め
る
）
を
明
確
に
し
ま
し
た
。
こ

れ
に
よ
り
、
学
生
は
そ
れ
ぞ
れ
の
能
力
要
素
に
つ
い
て
イ
メ
ー
ジ
し
や
す
く
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。
そ
し

て
、
実
習
担
当
教
員
や
臨
床
の
指
導
者
に
も
ア
ド
バ
イ
ス
を
す
る
視
点
を
明
確
化
し
や
す
く
な
っ
た
は
ず

で
す
。

　

こ
れ
ら
の
よ
う
に
各
能
力
要
素
に
対
す
る
詳
細
な
定
義
や
具
体
的
行
動
事
実
の
例
を
提
示
す
る
こ
と
は
、

看
護
職
を
目
指
す
学
生
だ
け
で
な
く
臨
床
の
指
導
者
や
実
習
を
担
当
す
る
教
員
に
も
「
社
会
人
基
礎
力
」

の
育
成
で
目
指
す
も
の
が
明
確
化
で
き
る
た
め
、
非
常
に
重
要
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
な
お
評
価
基
準
は

レ
ベ
ル
１
〜
３
（
上
表
）
と
し
ま
し
た
。

※
平
成
19
年
度
に
経
済
産
業
省
か
ら
発
行
さ
れ
た
社
会
人
基
礎
力
育
成
・
評
価
の
た
め
の
リ
フ
ァ
レ
ン
ス
ブ
ッ
ク
『
今
日

か
ら
始
め
る
社
会
人
基
礎
力
の
育
成
と
評
価
』

入
し
、
最
終
週
の
４
週
め
終
わ
り
に
「
中
間
評
価
シ
ー
ト
」
を
記
入
す
る
と
い
う
よ
う
に
、
一
つ
の

実
習
が
終
わ
る
度
に
、「
中
間
評
価
シ
ー
ト
」
の
記
入
を
行
い
ま
し
た
。

③
事
後
評
価

実
習
期
間
が
終
了
し
た
時
点
で
学
年
ご
と
に
集
め
、「
事
後
評
価
シ
ー
ト
」（
ｐ
３
２
９
）
の
記
入
と
、

教
員
に
よ
る
グ
ル
ー
プ
面
接
を
行
い
ま
し
た
。
グ
ル
ー
プ
面
接
で
は
、「
社
会
人
基
礎
力
」
が
発
揮

で
き
た
（
ま
た
は
発
揮
で
き
な
か
っ
た
）
か
を
検
討
し
、
実
習
中
の
場
面
を
振
り
返
り
、
今
後
自
分

が
身
に
付
け
る
べ
き
力
に
つ
い
て
話
し
合
い
、
共
有
し
ま
し
た
。

■
指
導
者
か
ら
の
コ
メ
ン
ト

　

臨
床
指
導
者
と
実
習
担
当
教
員
は
、「
事
前
評
価
シ
ー
ト
」
や
「
実
習
記
録
シ
ー
ト
」
を
閲
覧
し
、
学

生
の
体
験
や
成
長
を
掌
握
し
た
上
で
、「
中
間
評
価
シ
ー
ト
」
へ
評
価
を
記
入
し
ま
し
た
。
実
習
施
設
に

よ
っ
て
受
け
入
れ
体
制
や
協
力
の
度
合
い
が
違
う
こ
と
か
ら
、
臨
床
側
の
評
価
の
仕
方
は
、

・
１
名
の
評
価
者
が
実
習
期
間
を
通
し
て
一
貫
し
て
評
価
す
る

・
日
々
替
わ
る
指
導
者
か
ら
の
情
報
を
集
約
し
て
看
護
師
長
が
代
表
し
て
評
価
す
る

・
日
々
の
指
導
者
が
情
報
を
共
有
す
る
専
用
ノ
ー
ト
を
自
ら
作
成
す
る

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
で
し
た
。
ま
た
、
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
の
最
後
に
、「
社
会
人
基
礎
力
」
に
つ
い
て
学
生

が
口
頭
で
振
り
返
り
を
行
っ
た
施
設
も
あ
り
ま
し
た
。

臨
地
実
習
に
特
化
し
た
「
発
揮
事
例
」
で
学
生
に
求
め
ら
れ
る
行
動
を
示
す

〜
社
会
人
基
礎
力
の
レ
ベ
ル
評
価
基
準
〜

レベル１ 発揮できない（どうしてもできない）

レベル２ 通常の状況では発揮できる（何とかできる）

レベル３ 通常の状況で効果的に発揮できる（見事にできる）、
または、困難な状況でも発揮できる（とても難しくても、何とかできる）

評価基準
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記
入
者
の
負
担
の
軽
減
が
課
題

　

こ
の
よ
う
に
、
学
生
の
自
己
評
価
と
他
者
評
価
を
通
し
て
、「
社
会
人
基
礎
力
」
を
発
揮
し
て
い
く
こ

と
が
非
常
に
重
要
で
あ
る
こ
と
を
、
学
生
の
み
な
ら
ず
、
実
習
施
設
に
も
印
象
付
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
し
か
し
、
学
生
の
自
己
評

価
を
受
け
て
、
で
き
る
だ
け
早

い
評
価
シ
ー
ト
へ
の
記
入
と
フ

ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
を
求
め
ら
れ
た

臨
床
の
指
導
者
や
実
習
担
当
教

員
の
負
担
が
大
き
か
っ
た
点
に

問
題
が
残
り
ま
す
。
岐
阜
大
学

で
は
、
今
後
は
そ
れ
ぞ
れ
の
シ

ー
ト
の
内
容
を
吟
味
し
て
、

「
社
会
人
基
礎
力
」
の
内
容
を

既
存
の
実
習
用
の
シ
ー
ト
に
組

み
込
ん
で
い
く
な
ど
の
工
夫
を

し
て
、
負
担
を
軽
減
し
て
よ
り

多
く
の
場
面
で
継
続
的
に
使
え

る
よ
う
、
改
善
を
図
る
こ
と
に

し
て
い
ま
す
。

社会人基礎力として必要な能力要素の意味

資料提供　岐阜大学医学部看護学科

実習場面における社会人基礎力を構成する能力要素と具体的行動事実の例 

 
平成 21 年 11 月 19 日 

 
前に踏み出す力（アクション） 

主体性：進んで学習を深める 
進んでチーム内の役割などを引き受ける 
学生から指導者や教員に実習の計画を伝えたり介入の報告をしたりする 
学生から積極的に調べても分からない部分を指導者や医師に質問する 
例：図書館で受け持ち患者の疾患について調べた 

実習で必要な技術について実習後に学内に戻って確認した 
働きかけ力：（主体性と一部重なる。主体性が無いとこの力は発揮できない） 

教員や指導者から助言を引き出す 
医師から患者の疾患の特徴などについて説明を受ける 
学生が考案した介入の手技や退院指導などを指導者や医師に確認してもらい指

導を受ける 
患者や患者の家族から疾患や入院生活、治療などに関する気持ち・思いを引き

出す（患者や家族の話を傾聴する） 
患者から内服やリハビリなどの療養行動を開始・継続する気持ちや力を引き出

す 
実行力：（働きかけ力と重なる部分が多い。もちろん主体性が無くてはこの力を発揮でき

ない） 
患者のベッドサイドに行くことができる 
患者とさまざまな会話をすることができる 
計画した患者に必要な介入を行うことができる 
※「主体性」や「働きかけ力」で記述した内容の行動部分はここに含まれる 

 
考え抜く力（シンキング） 

課題発見力： 
患者が抱える健康上の問題（看護問題を含む）を明らかにできる 
実習を行う上で自分自身が抱える心理的な問題点や技術上の問題点、学生であ

るための介入の限界などに気付くことができる 
計画力：課題発見力で発見した問題点を解決するための計画をたてることができる 

実習期間および日々の実習を計画的に進めることができる 
創造力：計画の中に受け持ち患者とその家族のもつ個別性を生かした手法が取り入れる

ことができる 
例：片麻痺患者の今の患側の関節可動域維持と筋拘縮を防ぐための更衣方法を

考えた 
患者の身体的負担と疲労を増強させないような足浴の物品配置を考えた 

実習場面における社会人基礎力を構成する能力要素と具体的行動事実の例
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チームで働く力（チームワーク）※実習グループの一員であること、患者のケアに関わる病棟の

チームの一員であることを認識した上で発揮する力 
発信力：（主体性や実行力と重なる部分あり） 

指導者や教員に自分の考えやその日に行う予定の計画を伝えることができる 
カンファレンスで発言することができる 

傾聴力：指導者や教員からの意見や助言（アドバイス）を最後までしっかり聞くことが

できる ※患者の言葉の傾聴は「働きかけ力」 
カンファレンスでグループメンバーの意見や助言（アドバイス）を最後までし

っかり聞くことができる 
柔軟性：指導者や教員からの意見や助言（アドバイス）を受け止め、納得した上で自分

の考えていた内容を変更していくことができる 
グループメンバーの意見や助言（アドバイス）を受け止め、納得した上で自分

の考えていた内容を変更していくことができる 
患者の状態や病棟の状況によって、指導者と行う介入のタイミングを納得して

変更することができる 
情況把握力：（状況を把握することで柔軟な行動につながる） 

他者の発言を遮って発言することがない（傾聴力とも重なる） 
指導者の動きを察知しながら指導を受けて実習を行っていくことができる 
病棟内やベッドサイド、カンファレンス場面で、自分の置かれた状況や役割（発

表者、助言者、ケアの直接的援助者、ケアの介助者、どこまで手や口を出して

良いか）を理解して行動に結びつけることができる 
規律性：病棟スタッフに挨拶ができる（朝、夕、昼食の入りと戻り時点） 

患者に挨拶ができる（朝一番、実習終了時） 
実習に遅刻しない 
患者とケアの予定を相談し、予定に従って行動できる 
実習学生としてのマナー（身だしなみ、言葉遣い）を守ることができる 

ストレスコントロール力： 
ストレス状況に置かれたときに適切にストレスを発散できる（実習場面、帰宅

後も含める） 
強いストレス状況を作らないような人間関係の維持や、実習記録をためてスト

レス状況を作らないようにすることができる 
 
倫理 

倫理性：患者への適切な言葉遣いや内容の会話をすることができる 
患者のプライバシーに配慮したケアができる 
知り得た情報を外部に漏らさない 
学生として知り得た情報を指導者に報告できる（その際、学生ということで報

告の義務があることを患者に伝えておく必要がある） 
患者を特定できるような情報を記入せずに実習記録を書くことができる 

資料提供　岐阜大学医学部看護学科図版提供　岐阜大学医学部看護学科

事前評価シート

氏名 学籍番号 記入日

グループ 実習名 担当教員

実習期間

能力要素
現在の
レベル

主体性 １・２・３

働きかけ力 １・２・３

実行力 １・２・３

課題発見力 １・２・３

計画力 １・２・３

創造力 １・２・３

発信力 １・２・３

傾聴力 １・２・３

柔軟性 １・２・３

情況把握力 １・２・３

規律性 １・２・３

ストレス
コントロール力 １・２・３

倫理 倫理性 １・２・３

教員・指導者名

グループ

実
習
に
際
し
て

実習を通して出したい
成果のイメージ

実習を通して身につけた
い専門知識、スキル

実習を通して向上させた
い社会人基礎力の能力

（特になければ、空欄でも構いません）

これまでの取組の
振り返り

前に踏み出す力
（アクション）

チームで働く力
（チームワーク）

平成　　　　年　　　月　　　日

　　　月　　　日（　　） ～　　　月　　　　日（　　）実習施設・病棟

実習を通した将来の目標

教員・指導者からの
講評・アドバイス

自
己
分
析

社会人基礎力の分類
評価の根拠（具体的行動事実）

（いつ、どんな状況（場面）で、どのように努力または工夫をすることにより
発揮（しようと）したと思うか、もっと努力や工夫が必要と感じたか）

（今まで学んできたことや身に付いた能力・知識、また、反省点や課題について）

考え抜く力
（シンキング）

教員・指導者への連絡・相談

【事前】評価シート
・・・学生本人記入欄 ・・・教員・指導者記入欄
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分
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籍
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号
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見
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学籍番号 記入日 平成　　　年　　　月　　日（　　）

学年
年

　　　　　月　　　　日（　　）　　～　　　　　　月　　　　日（　　） 第　　　週

教員への連絡・質問・悩み・その他(問題点を含むチームの活動状況)

担当教員からのコメント

実習施設・病棟

チームで働
く力

（チームワー
ク）

ｽﾄﾚｽｺﾝﾄﾛｰﾙ力

倫理

情況把握力

規律性

倫理性

評価の根拠

（いつ、どんな状況（場面）で、どのように努力または工夫をすることにより発揮
（しようと）したと思うか、もっと努力や工夫が必要と感じたか等を具体的に記入）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※裏面に12の能力要素と倫理力の説明あり

主体性

働きかけ力
前に踏み出

す力
（アクション）

考え抜く力
（シンキン

グ）

能力要素

課題発見力

計画力

創造力

発信力

傾聴力

柔軟性

氏名

実習名

分類

発揮（しようと）した
または

発揮できなかった
能力

実習期間

実行力

実習記録シート
・・・教員記入欄・・・学生本人記入欄

実習記録シート（社会人基礎力評価用／実習中に書く実習記録とは別）

図版提供　岐阜大学医学部看護学科


